
12．その他農産関係

●主なメーカー（本資料に掲載）

農業用ハウス
㈱デンソー
散布機・運搬機
東京ドローンプラス㈱
REACT㈱
ペースト施肥技術
片倉コープアグリ㈱

播種機
㈱ビコンジャパン

散布機
㈱ビコンジャパン

可変施肥関連技術
日本ニューホランド㈱
井関農機㈱

鳥獣害対策関連技術
㈱ジョイ・ワールド・パシフィック
㈱アイエスイー
㈱フォレストシー
㈱スカイシーカー

スプレーヤー
井関農機㈱
㈱ビコンジャパン

無人防除機
有光工業㈱

収穫用ロボット
inaho㈱

作業支援ロボット
REACT㈱

運搬ロボット
輝翠TECH㈱

自動抑草ロボット
GNSS位置情報サービス
井関農機㈱

マッチングシステム
ウォーターセル㈱
㈱アグリトリオ



＜㈱デンソー＞
【 セミクローズド強制換気型ハウス 】

【製品説明】
● 「人にも作物にもやさしい環境」を作り、技術の力で「安定した栽培を実現、栽培に集中」できるハウス

• 天窓型ハウスの自然換気による温度ムラを改善するため、大型換気扇による強制換気でハウス内に気流を作ります。
それにより、ハウス内の温度ムラ防止と高温化を緩和することで、作物の成長を促進します。
また高温時の厳しい作業環境を取り除くことで、作業者の負担軽減と生産性の向上を図ります。

• セミクローズドハウスを採用することで、天窓が無くなり病害侵入経路を減少させます。
更に強制換気によるハウス内温度ムラの抑制により、病害虫が発生しにくい環境とすることで、農薬使用量低減を進め、作業者の職場
環境改善にも繋げていきます。

【これまでの実績】 愛知県 2棟、北海道 1棟

【対象営農類型】

【価格】
別途お見積りによる

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

㈱デンソーアグリテックソリューションズ
03-4231-2730
https://www.denso-agri.com/

☞連絡先

【 施行事例 】
① 愛知県 V社様（22年8月30日竣工）

② 北海道 D市様（23年3月17日竣工）

● 農業事業での地域貢献と活性化を目的
に、異業種から新規参入される企業様に採用
いただきました。
● 環境制御装置を駆使し、セミクローズド強
制換気型ハウスの特徴を活かされ、1年目から
順調な生産をされて
います。

● 地域活性化に向けて、「スマート農業の導
入、農業を担う人材育成」を目的に、研修ハウ
スとして導入いただきました。
● 地球にやさしいバイオマスボイラーの導入や、
DX活用による圃場の遠隔監視システムも
導入され、当社はD市様との包括連携協定の
もと、就農者様の栽培支援や人材育成を支援
して参ります。

〇農業用ハウス



＜東京ドローンプラス㈱＞
【 Zeus R120 】

【対象営農類型】

【価格】
￥1,980,000～（税込）

● ビニールハウスや果樹園で活躍するEVスマート散布機
● 離れた場所から簡単に操作ができ農薬の吸引被害をゼロに
● 強靭なボディと車輪で斜面や階段、凸凹道など難なく走行

【製品説明】

● Zeusを利用し始めてからは農薬を浴びることがなくなり健康リスクを抑えることができました。
【これまでの実績、利用者の声】

東京ドローンプラス（株）
03-6450-1416
info@tdplus.jp
https://tdplus.jp/

☞連絡先

【実施事例】 【事例説明】
● デモ走行、果樹を中心に全国

各地で行っています。

● タンクを取り外して使用する事
もでき、かごなどを取り付けて運
搬機としてもご活躍頂けます。

● 優れた散布システムにより、一
度に噴霧する農薬の必要量を
抑えることができ農薬コストを削
減できます。

● 離れた場所から遠隔操作が可
能で安全に農薬散布する事がで
きます。

〇散布機・運搬機

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶



＜REACT㈱＞
【 屋外向け農作業支援ロボット 】

【対象営農類型】

【価格】
￥オープン価格
※廉価版、レンタルの企画中

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

● 人追従動作、リモコンによる直接操作が可能な農作業支援台車。車体製造：関東農機（株）
● 4輪駆動、傾斜地対応。重量物（120kg可搬、20°登坂）搬送の作業を省力化。
● 薬液散布等機能モジュール開発中。施設栽培向けの小サイズ機体もラインナップ。

【製品説明】

● なし園で各種作業に利用。重い収穫物や機材の搬送を一人で、傾斜地でも実施できる。
【これまでの実績、利用者の声】

REACT（株） ロボット事業部
028-662-3332
info@react-robot.com
https://www.react-robot.com/

☞連絡先

【実施事例】 【事例説明】
● なし圃場1圃場あたり2台、2圃場に

計4台導入。摘果、薬液散布、収穫、
枝剪定、移植など、重量物の搬送が
必要な作業を中心に活用。

● 1台あたり作業者1名で利用可能で
あり、足腰の負担を軽減。また、作業
の時間効率も2割改善。

● 荷台が広く、作業の際に作業台とし
て機能する。

● 人追従動作を活用することで、薬液
や肥料、電源、充電器などの作業に
必要な機材を搭載して自動走行し、
作業者は両手を自由に使って作業す
ることが可能。

※車体部のサイズです。荷台サイズは応相談いたします。

果樹園にて搬送台車として導入

噴霧用のタンク・ホース・ポンプ・電源を運搬し追従



〇ペースト施肥技術

【対象営農類型】

【参考価格】
最寄のJAにお問合せください

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

● ペースト二段施肥とは、ペースト肥料（一定の粘性を持たせた高濃度の液状肥料）を植え付けと同時に、苗の脇
にノズルで溝を切りながら上段3,5,(7)㎝と下段9,12,15㎝へすじ状に側条施肥する方法。

● 液状肥料を側条に施用するため、肥料利用効率が高いことや初期の肥効が早く分げつを確保しやすいことが特徴。
● 施肥深度や上下段の施肥割合を変えることで肥効の発現時期を調節し、追肥不要の一発型施肥体系を実現。

【製品説明】

片倉コープアグリ（株）肥料本部技術普及部
03-5216-6613
https://www.katakuraco-
op.com/contact/
https://www.katakuraco-op.com/

☞連絡先

【利用者の声】
粒状一発肥料を使用してきたが、天候に左右されない計画的な田植作業に魅力を感じ、ペースト二段施
肥を導入。肥料由来のマイクロプラスチックを出さずに一発施肥体系を実現できている。（QRコード参照）

＜片倉コープアグリ㈱＞
【 ペースト二段施肥技術 】

【実施事例：石川県内現地圃場】
● 品種は「コシヒカリ」（特別栽培）、

栽植密度は60株/坪、土づくりとして
乾燥鶏ふんをN4kg/10a施用。

● 試験区はペースト肥料（8-3-4、
有機由来窒素50％）、慣行区は粒
状肥料（8-4-4）を供試。

● ペースト二段施肥は上段（田面下
5㎝）と下段（田面下15㎝）にそ
れぞれN1.6㎏/10aとN2.4㎏/10a
を施用し、粒状肥料は側条施肥
（田面下4㎝にＮ4.0㎏/10a）。

● 1.85㎜篩上の精玄米重は、慣行
苗×粒状肥料の体系は平均540㎏
/10aであるのに対し、密苗×ペースト
二段施肥体系は平均571㎏/10a。

● ペースト肥料は全国のJAで取扱って
いる。

● ペースト肥料500㎏タンク品とエンジン式モノフレックスポンプ（最大出力3kW）を使用して施肥田植
時の作業性を検証した結果、密苗×ペースト二段施肥の体系では、慣行苗×粒状肥料の体系に比べ
て、苗および肥料の補給時間が87％に減少、重量物の運搬負荷は37％に減少し、軽労化メリットが
高いことが明らかとなった（写真、図）。

図 施肥田植時の作業性比較（苗と肥料の補給時間、苗と肥料の運搬重量）

※「密苗」はヤンマーホールディングス株式会社の商標です。農事組合法人アグリスターオナガ、株式会社ぶった農産、石川県農林総合研究センター、ヤンマーアグリ株式会社の4者で
開発されました。

【粒状肥料】20㎏規格 【ペースト肥料】大型規格タンク品×ポンプ輸送
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〇播種機
＜㈱ビコンジャパン＞
【 真空播種機 】

【対象営農類型】

【価格】
￥11,490,000（税込み）

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

● 独自の播種ユニットによる正確な播種深さ
● 車速連動と種子センサーのリアルタイム制御により正確な播種量
● GPS位置情報を基に播種の二重撒きを防止が可能

【製品説明】

● 累計実績約20台
● 油圧式収縮フレームにより、移動や畝間変更可簡単調整

【これまでの実績、利用者の声】

（株）ビコンジャパン 営業部
TEL：0123-26-2241
https://www.viconjapan.com

☞連絡先

【実施事例】 【事例説明】
● 2019年～2022年にかけて、北

海道畜産試験場・ホクレン・北海道
帯広農業高校と連携し、デントコー
ンの栽植密度による潜在収量試験
を実施し、慣行の畝間75㎝で播種
量8500粒に対して、実証では畝間
60㎝～50㎝、8500粒が慣行より
5～7％の増収効果がある事がわ
かった。

● 更に台風などの倒伏に強い耐倒伏
性も10％以上あると実証できた。

● 2023年の実証終了後には、北海
道畜産試験場を中心にデントコーン
指導参考書に掲載できるように準備
している。



【実施事例】 【事例説明】
● 2019年～2022年にかけて、北

海道畜産試験場・ホクレン・北海道
帯広農業高校と連携し、デントコー
ンの栽植密度による潜在収量試験
を実施し、慣行の畝間75㎝で播種
量8500粒に対して、実証では畝間
60㎝～50㎝、8500粒が慣行より
5～7％の増収効果がある事がわ
かった。

● 更に台風などの倒伏に強い耐倒
伏性も10％以上あると実証できた。

● 2023年の実証終了後には、北海
道畜産試験場を中心にデントコーン
指導参考書に掲載できるように準備
している。

＜㈱ビコンジャパン＞
【 コンビネーションドリル 】

【対象営農類型】

【価格】
￥10,560,000（税込み）

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

● パワーハローとのコンビネーション作業による正確な播種深さ
● 車速連動と播種量のリアルタイム表示により正確な播種量
● GPS位置情報を基に播種の二重撒きを防止し、土壌マップに基づいた可変施肥も可能

【製品説明】

● 累計実績約20台
● 小麦播種はもちろん、大豆や乾田直播でも正確播種が可能

【これまでの実績、利用者の声】

（株）ビコンジャパン 営業部
TEL：0123-26-2241
https://www.viconjapan.com

☞連絡先



【実施事例】 【事例説明】
● JA全農と連携して2018年～

2021年にかけて実施した小麦
追肥の実証試験においては、慣
行区と比較して肥料散布量が
約20～40％削減されたのに対
し、収量は約90～100％と同
等程度確保できることが確認さ
れた。

● 2021年に新十津川町で実施
した水田基肥の可変施肥実証
試験においては、慣行区（又は
町平均）と比較して肥料散布
量が同量に対し、町平均と比較
して高品質米の割合が約13％
増加したことから可変施肥の効
果が認められた。

＜㈱ビコンジャパン＞
【 ワイドスプレッダー 】

【対象営農類型】

【価格】
￥2,695,000（税込み）～

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶

● 幅広いオーバーラップによる正確な肥料散布。
● 車速連動と重量センサーのリアルタイム制御により正確な散布量。
● GPS位置情報を基に肥料の二重散布を防止や可変マップに合わせた可変施肥が可能

【製品説明】

● 累計実績約４００台 全農xarvioをはじめとした、さまざまな可変施肥マップに対応
【これまでの実績、利用者の声】

（株）ビコンジャパン 営業部
TEL：0123-26-2241
https://www.viconjapan.com

☞連絡先

〇散布機



＜日本ニューホランド㈱＞
【 AXISシリーズ 】可変施肥対応ファテライザースプレッダー

【対象営農類型】

【価格】
￥4,815,800～/2023年（税込み）
※価格は予告なく変更する場合があります。

● 可変施肥に最適なブロードキャスタ
● コントローラーに可変マップを入れる事で、指定した

場所に指定した量の肥料を自動散布。
● 左右それぞれの目標の散布量を認識し、左右の

シャッターを個別に自動コントロール。
● セクションコントロール機能で、散布幅を1m/1セク

ションで自動コントロール。(散布幅、仕様により変動
有)

● EMCシステムは、トルクセンサーで左右の散布量を
個別に計測。さらに1秒間に1回のシャッター開度補
正を行う事で、常に正確な量の散布が可能。

【製品説明】

【これまでの実績、利用者の声】

日本ニューホランド（株）
011-221-2130
https://www.nh-hft.co.jp

☞連絡先

【実施事例】 【事例説明】
● 小麦の施肥に当該機種を使用。事前に
ドローンにて生育調査を行い、施肥マップを作
成、それを基に施肥作業を実施。
● 必要なところに必要な量を施肥することで、
3.5haの圃場で200kg以上（16%程度）
の肥料を削減。
● 生育ムラも無くなり、収量もアップ。
● 過去100台程度を販売。

※あくまで一例のため、作業内容や条件等により異
なります。

ホームページ

● 一度散布した場所や圃場の外には散布し
ないようにできるので、肥料等を削減すること
ができた。

● 誰でも正確に散布できるので作業の均一
化、オペレーターの疲労低減につながる。

＜ドローンによる生育調査＞ ＜施肥マップの作成＞

＜マップに基づく施肥作業＞
＜生育状況の改善＞

青色がより生育状況が良く、赤色が生育状況が悪い。赤い
部分が減り、青い部分が増えたことが分かる。

〇可変施肥関連技術

水稲 畑作 露地
野菜

施設
野菜 果樹 茶
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